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（今回の助成に対する感想、今後の助成に望むこと等お書き下さい。助成事業の参考にさせていただきます。）
　

非常に柔軟な対応力があり、他の資金で足りない支出を賄う事が出来て強力なサポートでし
た．若手研究者の支援だけでなく、海外研究者に対しても日本の良さ・京都の良さを間接的
ながらにアピールする事が出来たと思います．ケーススタディ的にこういう使い方も有りである
ことを明示していただくともう少し使う際に負担が少なくなると思います．

当財団の助成に
つ い て

費　　　　　　　　　目 金　　　　　　額　　（円） 　財団助成充当額   （円）

旅費交通費 2,062,220 384,700

　内　訳
　
招待講演者　１５名　口頭講演者　6名　ポスター講演者　５１
名　日本人参加者６７名

2,841,314                                   

1,000,000                                  

経  費  の  内  訳  と   助  成  金  の  使  途  に  つ  い  て

　総　数

                    　１１３名

(機関や資金の名称)

　        京都大学基礎物理学研究所、東北大学、SCAT

事業に要した経費総額

うち当財団からの助成額

そ の 他 の 資 金 の 出 所

タイトルは「成果の概要／報告者名」として、A４版２０００字程度・和文で作成し、添付し
て下さい。 「成果の概要」以外に添付する資料　　□ 無  　 □ 有(     　                    )

 　　平成 ２５ 年度 　・　 　国際会議開催助成

非平衡現象が切り開く統計力学と情報科学のフロンティア
　Frontier of Statistical Physics and Information Processing
– Perspectives from Nonequilibrium Behaviors -

　　　平成２５年　７月１１日　　～　　平成２５年　７月１４日

       京都大学基礎物理学研究所

京都大学教育研究振興財団助成事業
成　　果　　報　　告　　書

平成25年9月5日
　　　　公益財団法人京都大学教育研究振興財団

所 属 部 局　     情報学研究科システム科学専攻

氏　　　　 名　     大  関　真  之

職　　　　名　      助  教

　　　　　会　長　　辻　　井　　昭　　雄　　様

会議費 57,822 54,742

印刷製本費 495,983 465,149

謝　　 　金 94,000 94,000

通信運搬費 131,289 1,409

消 耗 品 費 0 0
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    大学院情報学研究科・システム科学専攻          

助 教 大関 真之         

 

【国際会議の成果】  
 2013 年 7 月に開催される統計物理学の国際会議 STATPHYS25（於：韓国）のサテ

ライト会議「Frontier of Statistical Physics and Information Processing 2013」を、

分野を代表する若手研究者主導で開催するという目標の下、全国の若手研究者が世話

人となり約一年前から準備を行って来た．各国から質の高い研究者を招聘して、去る

7 月１１日から１４日に及ぶ 4 日間で京都大学教育研究振興財団や他の資金によるサ

ポートのもと無事に開催することができた．  

 学問的な流れから言うと、本会議は絶好のタイミングであった．大規模なシステム

における情報通信や機械学習等の問題に対する接近法として物理学の一分野である平

衡統計力学の発展が情報科学に代表される他の分野において強力なツールとして力を

発揮したように、近年の非平衡統計力学における揺らぎに関連した発展を利用した新

しい情報統計力学の枠組みを形成する大きなチャンスが到来している．手法としての

整備だけでなく概念としての理解を深める事により、物理学そのものの発展に貢献す

るだけでなく情報科学にも大きな発展を及ぼす時代の転換期であると言える．そのよ

うな背景のもと、新進気鋭の若手研究者が国際会議を企画・主導して、既存の枠を超

えた次世代の統計力学の姿を描く事が本会議の趣旨であった． 
 
 素朴に研究会の成功を裏付ける成果として、STATPHYS25 のサテライト会議（東

アジアを中心として多数開催されている）として最大規模であったことがあげられる．

参加者総数 100 名を優に超えて、ポスター講演者も 50 人を超えた．また参加者の年

齢層が学生を始めとする若手と、中堅が半々の割合であったことから、本研究会の大

きな特徴である、若手牽引型の研究会の意義が伺える．すなわち、経験豊富な研究者

と新進気鋭の研究者の融合と、それに憧れた学生参加者が自身のキャリアデザインや

研究の方向性を考える絶好の機会を作ることが出来たと言うことである．他にも参考

となるところでは参加者の１人であり分野に対する影響が絶大である田崎晴明氏の

Web page（http://www.gakushuin.ac.jp/~881791/d/1307.html）にある記録があげら

れる． 
 研究会で議論された具体的な内容について以下述べていく． 
 初日から中核のキーワードとなるいわゆる「マックスウェルの悪魔」について、Chris 
Jarzynski 氏から自律的に動くエンジンの構成について提案があり、これが物理過程



の中で本当に「情報」を処理して、自律的操作を行っているのか、激しい議論が繰り

返された．実際続く日程の中でも情報処理をしながら作動する自律的エンジンの提案

が手を変え、品を変え提案されている通り、現在の非平衡統計力学の分野の中核とな

っていることが聴衆に対しても強く印象を与えたに違いない．情報としてビット列が

与えられて、そのエントロピーを利用して駆動しているに過ぎないように思われる場

面も見られ、どのように知的な情報処理をしているかを定量化することが今後重要と

なる．  
 非平衡統計力学自体でホットなトピックを議論する一方で、分野を超えた繋がりを

模索するべく機械学習と呼ばれる分野と非平衡統計力学との関連性を議論した．特に

Jascha Sohl-Dickstein 氏による Minimum Probabilistic Flow（MPF）と呼ばれる新

しい手法が観衆を強烈に印象づけて興味を引き寄せた．機械学習の分野の特徴的な問

題設定では、ミクロな微視的状態のスナップショットがいくつか与えられたうえで、

そのミクロ状態を生成する確率分布に適合する物理パラメータを高速に正確に推定す

ることが目標となる． MPF では、暫定的にパラメータを決定して、与えられたミク

ロ状態を初期条件とした非平衡過程を行う．仮にパラメータが適合していれば、平衡

状態となるような確率過程を導入すれば、確率の流れは存在しないという事実に基づ

き、確率の流れの最小化を基準とした適合度を用意して、パラメータの推定を行う．

MPF の非平衡統計力学との接点は強く観衆の興味を刺激したようで、その後議論がコ

ーヒーブレイク中も含め、会議全般に渡って散見された．3 日目にも、Henrik Sandberg
氏による最適制御理論と熱力学との関連について、純粋物理から異なるアプローチが

紹介されて、これも観衆の興味と議論を引き寄せた． 
 会議の運営としては、50 人に及ぶポスターセッションの発表申し込みが国内外から

あったため、初日と 3 日目に分割して実施した．若手も中堅も含め、また日本人と外

国人のバランスがほぼ半々となっていることも印象的であった． 
 今後類似する会合の際に、若手主導で開催して議論の場を提供して、様々な世代の

参加を促し、新機軸と従来の路線を融合させる研究会を定期的に開催する慣習が構築

されることを期待したい．本研究会の成功がそれのきっかけになれば、本研究会の開

催は本当の成功を迎えたと言える．京都大学教育研究振興財団によるサポートはこの

成功の礎となる本会議の開催を力強く支えて頂いた．感謝の言葉しかない．どうもあ

りがとうございました． 


